
 
 

 

血液検査実施の手引 

 

Ⅰ. 概要と試料の取り扱い 
  血算部門の調査を行います。データ入力には細心の注意をお願いします。 

 

1. 試料一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試料取扱注意事項】 

  ➢試料を受け取りましたら速やかに外観上の確認をお願いします。万が一、試料に破損、溶血、 

凝固等を認めた場合はご連絡ください。 

  ➢試料 41、42 は新鮮血（生血）を使用していますので、試料到着日に測定してください。 

   速やかに測定できない場合は冷蔵庫に保管し、なるべく早く測定してください。 

 

2. 対象項目 
  ヘモグロビン濃度・血小板数・白血球数・赤血球数・平均赤血球容積（MCV）・ヘマトクリット値 

 

Ⅱ. サーベイ実施方法及び注意事項 
1. 測定について 
●試料 41、42 を室温に 15 分間静置してください。その後、穏やかに転倒混和（10 回以上）を行い、 

充分に混和してください。（激しく振ることは絶対に避けてください） 

 

 

 

 

 

 

 

試料番号 41 42 

ラベル名 血液検査 試料 41 血液検査 試料 42 

試料内容 全血液 全血液 

検査項目     容量 1.5mL 1.5mL 

ヘモグロビン濃度 ● ● 

血小板数 ● ● 

白血球数 ● ● 

赤血球数 ● ● 

平均赤血球容積（MCV） ● ● 

ヘマトクリット値 ● ● 

 

 

 

 試料（採血管）の天地を一旦ひっくり返してから元の状態に戻す 

これを 10 回繰り返す 



 
 

●容器の底に塊がないことを確認し、よく混和された状態で測定してください。なお、マニュアルモー 

ドとクローズドモード両者での測定方法がある機器はマニュアルモードで測定してください。 

●すべての機器で患者検体を測定するモードで測定してください。 

●アボットジャパンのセルダインルビーをご使用の施設は、白血球数は NOC（有核細胞計測）で測定し 

た数値を報告してください。 

 

2. 結果入力について 
●測定した日時を必ず入力してください。 

●測定値を入力する場合は小数点の位置に充分注意してください。また、小数点以下が 0 の場合でも 0 

を入力してください。 

●血小板数の単位は×103/μLとし、小数点第 1 位を四捨五入して整数を入力してください。 

●白血球数の単位は×103/μLとし、小数点第 2位を四捨五入して小数点第 1位までを入力してください。 

●赤血球数の単位は×106/μLとし、小数点第 3位を四捨五入して小数点第 2位までを入力してください。 

●平均赤血球容積（MCV）の単位は fL とし、小数点第 2 位を四捨五入して小数点第 1 位までを入力し 

てください。MCV の結果が印字されない場合は入力不要です。 

●ヘマトクリット値の単位は％とし、小数点第 2 位を四捨五入し小数点第 1 位までを入力してください。 

 

  （例） 

項目 貴施設使用単位  報告単位 

血小板数 
25.0×104 /μL 
250×103 /μL 

250×103/μL 

白血球数 
75×102 /μL 
7.5×103 /μL 
7,500 /μL 

7.5×103/μL 

赤血球数 
420×104 /μL 
4.20×106 /μL 

4.20×106 /μL 

 

 測定値入力時には単位変換や試料取り扱い等による誤報告を防ぐために、予め得られたデータに基

づいて、「想定されるデータを超えています。単位・試料等の確認をお願いします」とのワーニング

が出ることがあります。この場合、再度測定値を確認し入力をお願いします。 

 

Ⅲ. 問い合わせ先 
  血液検査精度管理調査に関するご不明な点、疑問等についての問い合わせは、施設名、担当者氏名

を明記のうえ、メールにて下記の担当者へお願いいたします。 

 

【血液検査担当】 県立宮崎病院 臨床検査科 

         野中 真由美 

mnonaka@pref-hp.miyazaki.miyazaki.jp 

  

 


